
:

秋田県バスケットボール協会

主審:Referee

22 1st 23

17 2nd 23 副審:Umpire

27 3rd 19

12 4th 15

OT ﾃｰﾌﾞﾙ･ｵﾌｨｼｬﾙｽﾞ:Table officals

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

× 12 0 4 4 2 × 15 2 4 1 2

／ 11 0 5 1 3 × 10 2 2 0 3

／ 4 0 2 0 0 - - - - 0

- - - - 0 × CAP 12 4 0 0 3

× CAP 20 0 9 2 2 - - - - 0

× 3 1 0 0 0 × 16 0 7 2 1

／ 13 0 6 1 3 ／ 4 0 2 0 1

／ 0 0 0 0 2 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 ／ 12 0 4 4 2

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 × 8 0 4 0 2

× 4 0 2 0 3 ／ 3 1 0 0 1

× 9 1 3 0 0 - - - - 0

／ 2 0 0 2 1 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

合　　　計 2 31 10 16 合　　　計 9 23 7 15

※×:ｽﾀｰﾀｰ　／:交代選手　PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ　3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ　F:ﾌｧｳﾙ

文責 【 】

箱 崎 雅 俊

尾 崎 智 則

尾 崎 智 則

那 谷 一 樹

樋 渡 大 樹

山 本 修 二

鎌 田 晃 輔

上 野 学

中 山 祐 樹

村 山 範 行

佐 々 木 恭

田 澤 俊 之

畠 山 純 也

若 月 徹

菊地　真吾 群馬

福 田 大 祐

福 田 侑 介

会 川 剛 史

鈴 木 伸 之

松 林 弘 祐

小 林 純 也

鈴 木 裕 也

菅 原 康 平

49

岩手

福島

M-15

北沢　岳夫

古川　俊和

 秋田市立体育館
Place

チームＢ

NO,

JR東日本秋田

場 所

12

78

チームＡ

1

 第８回　全日本社会人バスケットボール選手権大会

兼　第８８回天皇杯・第７９回皇后杯全日本バスケットボール選手権大会予選 

Year    Month    Day     Time

502012  年  11 月  4 日

斉 藤 奨

工 藤 鉱 介

石 橋 拓

大会名

Competition

選手氏名 Name of PlayersNo,

0

●

58

55

33

3

7

9

11

19

24

7

9

15

3

6

13

14

18

12

一 戸 祐 也

佐 藤 光

菅 佑 喜

高 橋 純

根 岸 城 二

佐 藤 哲 朗

大山　忠則

72

ｺｰﾁ

Aｺｰﾁ

31

34

選手氏名 Name of Players

1

日本無線

80
○

秋田教員

80

22

24

25

2

日本無線とJR東日本秋田との3位決定戦。
両チーム、マンツーマンディフェンスでスタート。日本無線のアウトサイド中心の攻撃に対し、JR東
日本秋田はインサイド、アウトサイドバランスよく得点していく。23対22で日本無線がリードして1P
終了。
2P、両チームともメンバーを入替えながら、一進一退の攻防が続く。JR東日本秋田は果敢にゴールを
狙うが得点に結びつかない。その間、日本無線は#1福田、#31那谷を中心に得点を重ねていく。46対39
で日本無線リードで前半終了。
3P、日本無線はインサイド中心の攻撃になり得点がのびない。逆転したいJR東日本秋田は#9石橋がイ
ンサイドで頑張り、得点差を詰めていく。JR東日本秋田#13佐藤の投入で流れがJR東日本秋田に傾く。
残り2分、日本無線がたまらずタイムアウト。65対66でJR東日本秋田がリードで3P終了。
4P、開始早々からJR東日本秋田のインサイド陣#1若月、#12根岸が奮起する。日本無線は開始から3分
間無得点だったが#9小林のアウトサイドシュートが2本連続で決まり、ゲームが動き始める。JR東日本
秋田はミスシュートが続き、5分間無得点。残り47秒、77対74でJR東日本秋田がタイムアウト。タイム
アウト明け、すぐにJR東日本秋田#33佐藤(光)の3PTSが決まり同点に追いつく。JR東日本秋田#9石橋が
ファールをもらい、フリースローを1本沈め77対78とする。残り11秒、日本無線がタイムアウト。日本
無線#6鈴木のブザービーター3PTSが決まり、タイムアップ。80対78で日本無線が逆転勝利し、第3位を
飾った。

96

ｺｰﾁ

Aｺｰﾁ

57

78

柿 崎 智 弥

佐 藤 哲 朗

土 崎 貴 宏

黒 政 成 広


